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プラズマ理工学研究センター、および極限プラ

ズマ研究連携センターでは、プラズマ乱流の微

細構造をプラズマ断面全域にわたり同時計測

を行うべく、PANTA直線プラズマやPLATOト
カマクにおいてトモグラフィーシステムの開

発が進められている。PANTAでは、2次元トモ
グラフィーシステムによってアルゴンプラズ

マからの線積分発光信号強度信号を用いて高

時間分解能を持つ局所発光分布が得られてい

る[1]が、物理量への変換が課題である。先行研
究では、トモグラフィーシステムのArIIの規格
化発光揺動信号とその25cm下流の同じ磁力線
上に設置されたラングミュアプローブの規格

化電子温度・電子密度揺動信号を比較した。規

格化発光強度揺動は、仮定をおくことにより規

格化電子温度揺動と規格化電子密度揺動の線

形関数として以下の様にモデル化できる。 
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プローブの電子温度・電子密度揺動はトモグラ

フィーの観測点のそれと比較して振幅と位相

が変化しているとし、規格化発光揺動信号の電

子温度揺動依存性を表す係数 𝛼 を最小二乗法
から実測した。その結果、PANTAプラズマの電
子温度領域では、𝛼 が電子密度依存性に対して
無視できないとする結果が得られた[2]。 
本研究では、ArII発光強度信号に加えて波長

領域が異なるArI発光強度信号を同時計測し、信
号解析した。ArI発光強度信号は中性ガスからの
発光でありモデル化の方法は異なるが、ArIIの
規格化発光揺動信号と同様に以下の様にモデ

ル化できることが判明した。 
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この時 𝛼, 𝛿 はいずれも最小二乗法を用いて推
定しているが、発光の波長によって電子温度依

存性が異なる。この差異を利用し、ラングミュ

アプローブ計測とは別に、トモグラフィー計測

から規格化電子温度揺動と規格化電子密度揺

動の波形獲得を試みた。その結果、規格化電子

温度揺動の波形は両計測で類似しているもの

の大きさが異なっていた。また規格化電子密度

揺動の波形の類似性は乏しかった[3,4]。 
講演では、装置とトモグラフィーやラングミ

ュアプローブの計測の概要、２波長発光信号の

モデル化の手法、最小二乗法の解析手順、トモ

グラフィー信号からのみ得られた規格化電子

温度揺動と電子密度揺動の初期計測結果につ

いて発表する。 
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